
京都府におけるモビリティ・マネジメントの取り組み

京都府企画環境部交通対策課　　

１かしこいクルマの使い方を考えるプロジェクト宇治２００５

２ かしこいクルマの使い方を考えるプロジェクト京都

　　のご紹介　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

近畿ブロック公共交通利用推進等マネジメント協議会における事例報告

資料４



京都市

京都都市圏

京都都市圏：２３０万人（２０００年現在）

　　　京都市：１４７万人

　　　宇治市：１９万人　

東京

京都府



国土交通省環境行動計画モデル事業
環境的に持続可能な交通（ＥＳＴ）モデル事業　　２００４年１２月

　（ＥＳＴ:Environmentally Sustainable Transport）
これらの計画にモビリティ・マネジメントを位置付け

　　　　　　　　　２００５年３月策定

　　　　　　　

　 　
　　

京都府交通需要マネジメント施策基本計画



自動車利用による地域間の人の動き

環状方向の動き、宇治市へも集中

京都市への通勤自動車の動き

京都市南部へ集中

京阪神都市圏パーソントリップ調査（２０００年）より



事業所別従業員の利用交通手段割合

京都市・宇治市の事業所に対するアンケートの結果

京都市南部

鉄道駅からのバス便が
悪く自動車利用が多い

京　都

至大阪

至奈良

まずは足の確保が必要

企業と連携した研究会設置

宇治地域

鉄道駅から近いにもかか
わらず自動車利用が多い

MMの実施

宇治地域通勤交通社会実験



① 北西側流入部
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② 北東側流入部
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宇治地域の渋滞状況

宇治署前交差点

任天堂

宇治製薬

ユニチカ

府振興局

市役所
ＪＲ宇治

京阪宇治



企業と共に
かしこいクルマの使い方を考えるプロジェクト宇治
○目的：中心市街地に集中する通勤車両の整序

○実施体制：宇治地域通勤交通社会実験推進会議
　（国・府・宇治市・商工会議所・地元企業・交通事業者・ＮＰＯ）

○実施内容：
　①ワンショットＴＦＰ（9/12配布～9/16期限）
　　宇治地域の事業所の全通勤者（約５０００人）に情報提供と
　　アンケートを“one shot”で実施（通勤マップ・冊子・アンケートを配布）
　②Ｗｅｂを活用したTFP （参加　236名） （9月～）　
　③かしこいクルマの使い方を考える講演会　（9/2開催）
　　行政向け研修（昼間）と企業向け講演会（夜）（参加１５０名）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（講師：東京工業大学　藤井聡助教授）

○効果計測
　　ｗｅｂを活用し個人の交通行動の変化を集計すると共に
　　交通量調査(9/8と9/21比較）、公共交通の利用者数を調査



コミュニケーション・アンケート



宇治地域通勤マップ



市役所版



実証実験の結果
• ワンショットＴＦＰ：アンケート回収率６７％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３千通を超える回答）

• 鉄道利用者の増大（９／８→９／２１で比較　朝の７・８時台定期外利用）
　　　（９／１２～１６にアンケート・地図・冊子を配布）
　　ＪＲ宇治駅　　　２８０人　→　３６７人　　　３駅の定期券外が

　　京阪宇治駅　 １４４人　→　２４８人　　　約２９％増

　　近鉄大久保駅　６８０人　→　８１０人 　　

• 歩行者・自転車利用者も増大
• 通過交通の影響を除去すれば
　渋滞は解消方向か？

• Ｗｅｂを活用したＴＦＰ
　　（１週間の通勤交通代表
　　　　　　　　手段別分担率の変化）

自動車 鉄道 バス タクシー バイク 自転車 徒歩 その他

事前 87.1% 2 .7% 0 .5% 0 .0% 3 .3% 2 .7% 3 .4% 0 .3%

事後 78.4% 6 .8% 0 .7% 0 .0% 4 .3% 4 .7% 5 .1% 0 .0%

78.4% 6.8%0.7%0.0%4.3%4.7%5.1%0.0%

87.1% 2.7%0.5%0.0%3.3%2.7%3.4%0.3%
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ユニチカ

任天堂

府振興局

市役所

宇治製薬

自動車交通量の変化(9/8と9/21の比較 ）

交通量が増加

交通量が減少

7:30～8:30
の自動車交
通量で比較

通過交通の影響を除去すれば、

渋滞は解消方向か？

歩行者が増加



地域と共に（かしこいクルマの使い方を考えるプロジェクト京都）

女性団体との取り組み

昼間のおでかけに必要な情報を記載したマップづくりをワークショップ形式

で実施（第１回平成１７年９月２日、第２回１０月１２日、第３回１１月１４日）

参加団体：長岡京市女性の会、相楽郡連合婦人会、宇治市女性の会連絡協議会、
　　　　　　　　　　城陽市連合女性会、久御山町のってこ会、八幡市婦人会

企業と共に（かしこいクルマの使い方を考えるプロジェクト京都）

京都府南部地域の企業と連携した交通運営方策研究会
送迎バス共同運行等のモデル事業を実施することを念頭に、京都市南区、伏
見区、久御山町の各地域の事業所と共に、自動車通勤から公共交通への転換
を促すための施策を考える研究会を開催
（第１回　平成１８年１月１９日）



学校と共に（かしこいクルマの使い方を考えるプロジェクト京都）

小学校でのバス交通を考える取り組み
　（久御山町立佐山小学校　５年生２クラス、２学期～）

子供たちに地域の公共交通であるバスの走る意味や、バスが環境や地域
にもたらす影響を考えてもらい、自分たちの暮らしを見直すきっかけと
してもらうとともに、久御山町の将来のまちづくりへの提案をしてもら
う。これらの取り組みを通じ、家庭での公共交通の利用促進を図るもの。

　　実施内容
○交通ダイアリー調査
○久御山町職員による「のってこバス」出前講座
○「のってこバス」体験乗車、乗客インタビュー等
・乗降客数の把握や乗客へのインタビュー
・運転手へのインタビュー
・車窓からの風景のスケッチ　等

○聞き取り調査及び行動プラン作成（冬休みの宿題）
・のってこバスの利用頻度や利用目的、のってこバスへの要望などを
　聞き取り調査
・家庭の人と一緒にバスを使った行動プランを作成

○体験乗車及び冬休みの宿題のとりまとめ・発表
○大阪大学・松村助教授による「バスを考えるはなし」
○久御山町の将来等について、町に提案


